
１．はじめに

第20回日本気象学会夏期

特別セミナー（若手会夏の

学校）は，2008年７月19日

（土）から21日（祝）まで

の２泊３日の日程で，大分

県玖珠郡九重町の九州大学

山の家（九重合同研修所）

において，九州大学が主幹

となって開催されました．

会場周辺に筋湯温泉があ

り，自由時間に行かれた

方々も多く，議論によって

たまった疲れをとることが

できたのではないかと思い

ます．

参加者は総勢106名でし

た．場所が交通の便があま

り良くないところに位置したため，参加者が少ないの

ではとスタッフ一同心配でしたが，熱意のある人たち

が多く集まってくれ，最終的には，定員を超えるご応

募をいただきました．参加して下さった皆様に感謝申

し上げます．

参加者の年齢層は，学部生17名，修士70名，博士15

名，その他４名であり，修士が全体の７割近くを占め

たのは例年並みでありましたが，学部３年の参加者が

９名に達し，これまでにない多さとなったのが特徴的

でありました．

期間中は，招待講演をはじめとして，学生による口

頭発表ならびにポスター発表が行われ，勉強および活

発な議論の場となった他，夜には懇親会が催され，参

加者の間で深い親睦が築かれました．いろいろな意味

で充実した３日間になったと思っています．

２．招待講演

今回は様々な地域から，第一線で活躍されている研

究者をお招きし，計５名の方々の講演「研究の世界に
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入ったきっかけ～研究の今後の展望」という大きな

テーマでお話をしていただきました．内容は多岐にわ

たっており，専門外であってもわかりやすいもので

あったと思っています．講演要旨は以下の通りです．

・７月19日（１日目）

○高谷康太郎（（独）海洋研究開発機構地球環境フロ

ンティア研究センター 研究員）

「大気大循環と気象現象の研究について―その着想

点と今後の展望―」

高谷研究員には，１ヶ月～数年・数十年単位の長周

期の大気循環変動の中で，「波の活動度フラックス」

と「冬のシベリア高気圧」の研究について講演してい

ただきました．これらの変動は気候変動や地球温暖化

と絡み，地球環境問題を考える上でもたいへん重要で

す．

波の活動度フラックスは偏西風の蛇行を説明するロ

スビー波の瞬間的な伝播を記述するものです．このフ

ラックスを理解するための基本的な概念，導出のアイ

ディアおよび概略を紹介して下さいました．また，冬

のシベリア高気圧の変動についても，偏西風の蛇行が

大きく影響しており，その変動のメカニズムについて

も解説していただきました．

・７月20日（２日目）

○広瀬直毅（九州大学応用力学研究所 准教授）

「行雲流水」

広瀬准教授には，ご自身の大学学生生活から研究の

世界に入った経緯・動機，更には海外留学の経験から

現在に至った過程から始まり，さらに現在行っている

研究について，データ同化を用いた日本海循環の研究

を紹介していただきました．また，研究領域はそれ以

外にも，海洋変動が引き起こす重力や地球回転の変

化，各種漂流計算（スルメイカ，エチゼンクラゲ，重

油など），気象変化への影響，さらには古海洋の循環

と多岐に広がっていることも話され，未解決の問題に

筋道をつけ，未知の世界を明らかにする喜びを感じて

いることを我々学生に教えて下さいました．

○村上正隆（気象研究所物理気象研究部 室長）

「人工降雨・降雪に関する研究」

村上室長には，世界中で近い将来水不足に直面する

恐れがあり，日本においても例外でないことから，人

工降雨・降雪の研究が重要であることをお話ししてい

ただきました．今後地球温暖化が進むと少雨・渇水や

豪雨・洪水などの現象が起こり易くなることも指摘さ

れており，安定的水資源確保を目的とした人工降雪技

術や，渇水対策に即効性のある人工降雨技術に関する

研究を早急に立ち上げ，今後予想される水不足問題・

干ばつ等の災害軽減対策を講じる必要があります．講

演では，人工降雨・降雪研究の歴史，国内外の現状お

よび本研究における新たな取り組みについて紹介して

いただきました．

・７月21日（３日目）

○佐藤 薫（東京大学大学院理学系研究科 教授）

「日本の南極観測と南極大型大気レーダー計画

PANSY」

佐藤教授には，まず南極における大気循環の観測に

ついて解説していただきました．南極大気は人間活動

から隔絶されているためにノイズが小さく，地球気候

のモニタリングに適しています．また，カタバ風や，

オゾンホール，夜光雲，オーロラなど，顕著な（シグ

ナルが大きい）大気現象が見られる領域でもありま

す．しかしながら，中層大気の観測は手薄であり，極

域大気研究は他の緯度帯に比べれば遅れています．そ

して，精密研究観測を行なう必要があります．このこ

とから，南極昭和基地大型大気レーダー計画

（PANSY）が開始されました．講演の後半では

PANSYの概要と，PANSYの目指すサイエンスに

ついて紹介していただきました．

○新野 宏（東京大学海洋研究所 教授）

「渦と対流とシア流の相互作用」

新野教授はまず，幼少時の災害経験から現在の研究

に至る過程の中で，回転成層流体の室内実験や理論を

手がけ，流れの基礎過程とその力学，特に渦と対流と

シア流の間の様々な相互作用について興味を持たれた

ことをお話ししていただきました．さらに，「竜巻」

を始めとして，実験室や大気中に見られる「シア不安

定」，「ポーラーロウ」，「塵旋風」などの現象を取り上

げながら，渦と対流とシア流の相互作用の観点から，

これらの課題にどのように取り組んできたかについて

紹介していただきました．また，最後には研究者とし

てあるべき姿勢について，ご自身の経験も踏まえて教

えていただきました．

３．一般講演

２日目午後には参加者も自身の研究成果を発表し，

活発な議論を交わしました．今回の発表件数は口頭８
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件，ポスター17件でした．時間を過ぎても議論が止ま

ないところもあり，充実した内容であったのではない

かと思います．今後の研究において大きなプラスに

なったことでしょう．

４．企画

親睦を深めるという目的で，夜には懇親会が行われ

ました．研究室紹介はとても趣向を凝らしたもので大

変盛り上がりました．レクとして行われた班別対抗ク

イズでは，講師の先生方も一緒になって熱い姿を見せ

てくださいました（きっとその情熱が研究に通じるの

でしょう）．また，懇親会終了後も大広間では楽しく

交流をする人たちで賑わいました．

また，２日目の午後の一般講演の後には自由時間を

設けました．その時間を利用して，近場の筋湯温泉に

行った方も多く，疲れの癒しも兼ねて楽しんでいただ

くことができたと思います．

５．おわりに

夏の学校にご参加いただき，企画・運営にご協力い

ただいた皆様に感謝申し上げます．また，今回も日本

気象学会から資金援助を受けました．おかげさまで内

容の濃い，素晴らしいセミナーにすることができまし

た．この場を借りて厚く御礼申し上げます．

次回（2009年）の夏の学校は関東に場所を移すこと

になります．主幹となる東京大学の皆様が中心となっ

て，今回と変わらぬ，あるいはそれ以上の充実したセ

ミナーを催して下さることを願うとともに，それを通

して学生間の交流がさらに活発になることを期待して

おります．
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